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孫文・戴天仇以下中国人５人と横須賀海軍工廠長加藤定吉以下13名
（当館所蔵）

大正２年（1913）３月７日撮影。前列左から３人目が加藤定吉、４人目が孫文。（次頁に詳細を掲載）



旧
幕
臣
・
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
出
身
で
後
に
海

軍
大
将
に
な
っ
た
加
藤
定
吉
（
一
八
六
一
～
一
九
二
七
）

が
残
し
た
ア
ル
バ
ム
の
中
に
、
中
国
革
命
の
父
・
孫
文

（
一
八
六
六
～
一
九
二
五
）
と
い
っ
し
ょ
に
写
っ
た
集
合

写
真
が
一
枚
貼
ら
れ
て
い
る
（
当
館
所
蔵
・
加
藤
定
吉

関
係
資
料
48
‐
34
）。
こ
れ
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

三
月
七
日
、
来
日
中
の
孫
文
が
横
須
賀
海
軍
工
廠
を
視

察
し
た
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
加
藤

は
海
軍
中
将
で
、
前
年
一
二
月
か
ら
横
須
賀
海
軍
工
廠

長
の
任
に
あ
っ
た
。

亡
命
を
含
め
孫
文
は
た
び
た
び
日
本
を
訪
れ
た
が
、

こ
の
時
の
来
日
は
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
中
華

民
国
の
全
国
鉄
路
督
弁
（
鉄
道
大
臣
）
と
し
て
の
公
式

訪
問
で
あ
っ
た
。
二
月
一
三
日
長
崎
に
着
、
三
月
二
四

日
に
長
崎
港
か
ら
帰
国
の
途
に
就
く
ま
で
、
東
京
・
横

浜
・
名
古
屋
・
神
戸
・
広
島
・
福
岡
・
熊
本
な
ど
を
歴

訪
し
、
視
察
を
行
っ
た
。
東
京
で
は
前
首
相
桂
太
郎
・

首
相
山
本
権
兵
衛
・
大
隈
重
信
ら
各
界
の
名
士
と
も
面

会
し
、
各
地
で
は
歓
迎
会
が
開
か
れ
た
。

三
月
六
日
に
東
京
を
発
っ
た
孫
文
一
行
は
横
浜
に
向

か
い
、
同
地
で
一
泊
、
汽
艇
に
乗
り
横
須
賀
に
上
陸
し

た
の
は
翌
七
日
午
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
横
須
賀
鎮
守
府

か
ら
は
人
力
車
で
海
軍
砲
術
学
校
に
至
り
、
校
長
の
案

内
で
校
内
を
参
観
、
鎮
守
府
に
も
ど
っ
て
昼
食
を
と
っ

た
後
、
海
軍
工
廠
を
視
察
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
っ
た
。
加
藤
の
案
内
に
よ
り
工
場
や
軍
港
内
の
戦
艦

香
取
・
巡
洋
艦
比
叡
・
駆
逐
艦
山
風
な
ど
を
見
学
し
た
。

前
年
一
一
月
に
進
水
し
た
比
叡
（
後
に
戦
艦
）
は
ま
だ

艤
装
中
で
あ
り
、
竣
工
は
翌
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
記
念
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
時
、
孫
文
は
四
六
歳
、

加
藤
定
吉
は
五
一
歳
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
写
真
の
前

列
中
央
に
腰
か
け
て
い
る
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
・

海
軍
中
将
山
田
彦
八
は
薩
摩
藩
の
出
身
で
、
大
久
保
利

通
の
甥
（
利
通
の
妹
の
子
）
に
あ
た
る
。
海
軍
工
廠
は

鎮
守
府
の
管
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
列
右
か
ら
三
人

目
、
戴
天
仇
（
一
八
九
一
～
一
九
四
九
）
は
日
本
留
学

経
験
も
あ
る
知
日
派
で
、
孫
文
の
秘
書
と
し
て
随
行
し
、

滞
日
時
は
通
訳
を
つ
と
め
た
。
日
本
人
随
行
員
の
山
田

純
三
郎
は
弘
前
出
身
の
大
陸
浪
人
、
島
田
経
一
は
博
多

出
身
で
玄
洋
社
社
員
。
吉
田
増
次
郎
（
後
に
海
軍
中
将
）

は
静
岡
移
住
旧
幕
臣
の
子
で
、
静
岡
中
学
校
か
ら
海
軍

兵
学
校
に
進
ん
だ
人
、
妻
は
沼
津
兵
学
校
教
授
か
ら
陸

軍
砲
兵
中
佐
に
な
っ
た
間
宮
信
行
の
長
女
だ
っ
た
。

孫
文
が
視
察
を
終
え
、
横
須
賀
駅
か
ら
列
車
に
乗
り

込
ん
だ
の
は
午
後
五
時
近
く
。
そ
の
日
は
大
磯
に
あ
る

実
業
家
高
田
慎
蔵
別
荘
に
宿
泊
、
翌
八
日
に
は
国
府
津

で
急
行
列
車
に
乗
り
換
え
、
西
へ
向
か
っ
て
出
発
し
た

（
以
上
、
孫
文
訪
日
時
の
動
向
は
新
聞
各
紙
に
よ
る
）。

こ
の
頃
、
ま
だ
孫
文
は
日
本
と
の
連
帯
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
対
華
二
十
一
か
条

の
要
求
を
突
き
付
け
る
な
ど
（
一
九
一
五
年
）、
日
本
が

中
国
に
対
し
て
露
骨
な
強
硬
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
る

の
は
す
ぐ
だ
っ
た
。

孫
文
は
、
こ
の
訪
日
か
ら
わ
ず
か
数
か
月
後
、
独
裁

者
と
な
っ
た
臨
時
大
総
統
袁
世
凱
を
打
倒
す
べ
く
立
ち

上
が
っ
た
第
二
革
命
に
失
敗
し
、
八
月
に
は
亡
命
者
と

し
て
再
び
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
と
な
る
。
戴
天
仇
も

同
じ
で
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
離
日
す
る
ま
で

日
本
で
孫
文
と
行
動
を
と
も
に
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
の
対
ド
イ
ツ
参
戦
に
よ
り
、
加

藤
定
吉
が
第
二
艦
隊
司
令
長
官
と
し
て
膠
州
湾
封
鎖
な

ど
で
戦
功
を
た
て
た
の
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
で

あ
り
、
男
爵
を
授
け
ら
れ
た
の
は
同
五
年
、
大
将
に
昇
っ

た
の
は
同
七
年
（
一
九
一
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 
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孫
文
と
会
っ
た
加
藤
定
吉

表紙写真人名対照

横
須
賀
鎮
守
府
副
官�

　
海
軍
大
尉
　
竹
中
徳
太
郎

横
須
賀
鎮
守
府
参
謀�

　
海
軍
少
佐
　
一
條
　
実
孝

横
須
賀
鎮
守
府
副
官�

　
海
軍
中
佐
　
鈴
木
　
氏
正

横
須
賀
鎮
守
府
機
関
長�

　
海
軍
機
関
少
将
　
入
沢
　
敏
雄

横
須
賀
鎮
守
府
参
謀
長�

　
海
軍
少
将
　
上
村
　
翁
輔

横
須
賀
鎮
守
府
軍
医
長�

　
海
軍
軍
医
総
監
　
戸
祭
　
文
造

横
須
賀
鎮
守
府
主
計
長�

　
海
軍
主
計
総
監
　
中
台
　
順
吉

横
須
賀
鎮
守
府
人
事
長�

　
海
軍
大
佐
　
吉
川
　
孝
治

随
行
員
　
島
田
　
経
一

海
軍
軍
令
部
参
謀�

　
海
軍
大
佐
　
吉
田
増
次
郎

随
行
員
　
山
田
純
三
郎

　
　
　
　
秘
　
書�

�

戴
　
天
　
仇

　
　
　
　
技
　
師�

�

馬
　
君
　
武

横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官�

　
海
軍
中
将
　
山
田
　
彦
八

孫
　
　
　
文

横
須
賀
海
軍
工
廠
長�

　
海
軍
中
将
　
加
藤
　
定
吉

　
　
鉄
道
会
計
長�

�

宋
　
嘉
　
樹

南
京
師
団
参
謀
長
少
将�

�

袁
　
華
　
選



徳
川
家
康
が
死
去
し
て
か
ら
四
百
年
を
迎
え
た
数
年

前
、
静
岡
県
内
で
は
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ

れ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
は
徳
川
家
康
没
後
三

百
年
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
百
年
前
に
も
同
様
の
催

し
が
あ
っ
た
。

日
光
東
照
宮
宮
司
・
日
光
町
長
ら
栃
木
県
側
と
、
在

京
の
旧
幕
臣
平
山
成
信
・
宮
本
小
一
ら
が
主
唱
し
、
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
二
三
日
、
日
光
東
照
宮
三

百
年
祭
奉
斎
会
が
結
成
さ
れ
た
。
総
裁
に
は
皇
室
に
つ

な
が
る
侯
爵
小
松
輝
久
（
北
白
川
宮
能
久
親
王
の
子
）

を
戴
い
た
が
、
会
長
は
伯
爵
林
董
（
後
に
渋
沢
栄
一
）、

副
会
長
に
は
平
山
成
信
・
沢
鑑
之
丞
が
就
い
た
ほ
か
、

顧
問
一
二
名
の
中
に
は
男
爵
山
内
長
人
・
男
爵
赤
松
則

良
・
宮
本
小
一
・
江
原
素
六
、
幹
事
八
名
の
中
に
は
辰

沢
延
次
郎
・
植
村
澄
三
郎
・
赤
松
範
一
・
佐
々
木
慎
思

郎
ら
旧
幕
臣
と
そ
の
子
弟
の
名
士
た
ち
が
名
を
連
ね
た
。

江
原
・
赤
松
則
良
・
佐
々
木
は
沼
津
兵
学
校
の
教
職
員
・

生
徒
の
出
身
者
で
あ
る
が
、
特
に
江
原
は
旧
幕
臣
の
親

睦
団
体
た
る
同
方
会
の
会
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
ら
し
い
。

日
光
東
照
宮
三
百
年
祭
奉
斎
会
は
皇
室
か
ら
下
賜
金

を
下
さ
れ
た
ほ
か
、
徳
川
一
族
な
ど
の
華
族
・
実
業
家
・

一
般
な
ど
か
ら
寄
付
金
、
東
京
府
・
東
京
市
な
ど
か
ら

補
助
金
を
集
め
、
宝
物
陳
列
館
・
参
拝
者
休
憩
所
・
防

火
設
備
を
設
置
し
た
ほ
か
、
大
正
四
年
六
月
三
日
に
日

光
東
照
宮
で
三
百
年
記
念
大
祭
を
挙
行
し
、
五
年
（
一

九
一
六
）
三
月
解
散
し
た
（『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第

四
十
一
巻
）。

奉
斎
会
の
結
成
か
ら
遅
れ
る
こ
と
一
年
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
七
月
に
は
、
東
照
宮
三
百
年
祭
記
念
会
と

い
う
別
組
織
が
生
ま
れ
た
。
記
念
祭
で
集
ま
っ
た
金
を
、

研
究
者
に
対
す
る
調
査
研
究
費
や
海
外
留
学
費
の
助
成
、

賞
品
・
賞
金
の
贈
与
な
ど
、
学
術
研
究
の
た
め
に
支
出

し
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
だ
っ
た
。

記
念
会
の
総
裁
は
徳
川
宗
家
の
当
主
で
あ
る
公
爵
徳

川
家
達
、
事
務
所
も
東
京
千
駄
ヶ
谷
の
徳
川
邸
に
置
か

れ
た
。
副
会
長
・
評
議
員
ら
に
は
徳
川
・
松
平
一
門
や

元
譜
代
藩
の
当
主
た
ち
が
名
前
を
並
べ
た
ほ
か
、
石
渡

敏
一
・
岡
野
敬
次
郎
・
加
藤
弘
之
・
成
田
勝
郎
・
村
田

惇
・
山
内
長
人
・
益
田
孝
・
榎
本
武
憲
・
三
田
佶
・
菊

池
大
麓
・
宮
原
二
郎
・
箕
作
元
八
・
渋
沢
栄
一
・
平
山

成
信
・
山
口
勝
・
三
輪
修
三
・
神
保
小
虎
・
平
山
信
ら

旧
幕
臣
の
官
僚
・
学
者
・
軍
人
・
実
業
家
ら
も
加
わ
っ

た
。
江
原
素
六
も
評
議
員
の
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
監

事
も
兼
ね
た
。
右
に
名
を
挙
げ
た
う
ち
、
江
原
の
ほ
か

村
田
惇
（
陸
軍
中
将
）・
三
田
佶
（
日
本
銀
行
監
事
）・

山
口
勝
（
陸
軍
中
将
）
が
沼
津
兵
学
校
・
同
附
属
小
学

校
の
生
徒
出
身
者
で
あ
り
、
神
保
小
虎
（
理
学
博
士
）

と
平
山
信
（
同
前
）
は
父
兄
を
沼
津
兵
学
校
関
係
者
と

す
る
。

東
照
宮
三
百
年
祭
記
念
会
は
大
正
一
五
年
（
一
九
二

六
）
に
は
財
団
法
人
と
な
り
、
昭
和
期
ま
で
存
続
し
た

（『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
十
七
巻
）。
江
原
が
残
し

た
資
料
の
中
に
は
、
断
片
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
謄

写
版
で
印
刷
さ
れ
た
同
会
の
会
議
開
催
通
知
や
学
術
研

究
費
補
助
の
推
薦
に
関
わ
る
書
類
な
ど
が
あ
る
。

�

（
樋
口
雄
彦
）

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 
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江
原
素
六
と
東
照
宮
三
百
年
記
念
事
業

東照宮三百年祭記念会の奨学資金寄付感謝状
（当館所蔵）

大正４年（1915）５月27日、久須美祐利あて。
久須美は元沼津兵学校三等教授。

東照宮三百年祭記念会の奨学資金寄付感謝状
（当館所蔵）

大正６年（1917）１月10日、江原素六あて。
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高校生のための 1 日学芸員体験講座

　

ギャラリートーク 2020 《 9 月 のギャラリートークの様子 》

　「江原邸—偉人の生活空間をかざ

るもの—」と題して、当館職員の鈴

木百合子が、江原邸に飾られた書作

について解説しました。参加者は普

段立ち入り禁止の邸内に座布団を敷

いて座り、大学で書道を専攻してい

た職員ならではの専門知識を聞きま

した。

　今年度から、毎月第２土曜日の11：00から30分程

度、館職員によるギャラリートークを開催することに

しました。月ごとにテーマを変え、学芸員や職員が観

覧者の皆さんとお話しながら展示解説をします。誰が

何を話すかは当館のホームページでお知らせしていま

す。ちなみに11月は、「一本の徳利から…」と題して、

当館の館長が話します。さてどんなトークが展開しま

すか、お楽しみに！

　＊参加には観覧料と事前申込が必要です。（先着８人）

　　ホームページでご確認ください。
江原素六書「先憂後楽」

平和を考える戦争史跡めぐり

　
8 月 10 日（月・祝）

　　 13 日（木）

　今年はコロナウイルス

感染拡大防止のため、参

加人数を各回親子２人５

組限定で開催しました。

8 月 20 日（木）～

　　　 9 月 3 日（木）
　今年は、４名の大学生が実習をしました。新型コロナウイルスの感染防止対策をとりながらの実習

でしたが、例年通り「ぬましんストリートギャラリー」での展示をメインに実施することができました。

8 月 1 日（土）

▲ 茶碗箱の紐の縛り方実践中

博 物 館 実 習

このようなパネル
を製作中

　今年の実習生▶
ぬましんストリー
トギャラリー前で

 夜のギャラリー
ライトの当て方も
勉強の一部です！

▼
▶ 

石
碑
の
写
真
撮
影 

◀ 第 17 回館蔵資料展チラシ 

☆チラシ製作・写真提供

　　しんきん地域街づくり文化・芸術プロデュース

　　　デザイン・企画　都築　透 氏

 現場に来て気付
くことが沢山 !
パネルの水平を
取 っ た り、全 体
のバランスをみ
た り …、館 外 展
示の難しさも実
感しました。   ▶

ス
マ
ホ
で
の
撮
影
に
は
慣
れ
て
い
て

も
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
は

一
筋
縄
で
は
い
か
ず
悪
戦
苦
闘
！
。

　午前は学芸員の仕事に

ついての講義、バックヤー

ドの見学。午後は資料の

取扱い方の実習をしまし

た。資料の梱包は、普段

の生活にも役立つと好評

でした。

　このような扁額を見たことがあるかと思いま

すが、これは右から左方向への横書きの書では

なく、一行一文字の縦書きの書なのだというこ

とです。

▲  足高の拓南神社

　今年は、国勢調査が初めて実施されてから100年になります。国勢調査と沼津が

深く関わっていることをご存じの方は少ないのではないでしょうか。実は国勢調査の

原形ともいえる、我が国初の近代的な戸口調査（駿河国人別調）を実施し、「沼津政表」

「原政表」を残した人物が、後に沼津兵学校で教授を務めた杉亨二で

した。当館では杉の長女春子（東京工業大学創始者で旧沼津藩士手島

精一の妻）が親族に配るため作った胸像の一つを所蔵しています。

国勢調査実施100年の記念すべき年に、実施を願いながら3年前に

亡くなった杉へ思いを寄せ、沼津郷土史研究談話会の呼びかけで、

胸像の特別公開をしました。（9月15日～10月18日）
杉亨二胸像

史料館イベント報告

国勢調査の先唱者 杉亨二胸像特別公開


